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1Jp20 原位置バ イ オ レ メデ ィ エ
ー

シ ョ ン へ の利用 を 目指

　 した Dehalococcoides属細菌の 簡易検出方法の 開発
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〈 背 景 ・目的 〉 ク ロ ロ エ テ ン 類の 嫌気的バ イオ レ メデ ィ エ
ー

シ ョ ン に よる

浄化 は 主 に1）ehatoceccoldes 属細菌が 担 っ て お り、効果的な浄化に はそ の 種類

や 累二を把 握 す る こ とが 必 要で ある．これ らの 迅速かつ 簡便な検出方法 の 開

発 を 目的 と し、PredsiDn　S｝
・SLem 　Scicnce 社の 開発 した微生物回 収技 術 （バ

ク テ リア キ ャ プチ ャ ビーズ） に よ る 微生物濘縮系 と抗還元 的脱塩素化 酵素

（R］）ase ） 抗 体を 用 い た検 出系の 構築 を試 みた。
〈実験 方 法 ・

結果 〉バ ク テ リアキ ャ プチ ャ ビーズ を用 い て 、ク ロ ロ エ テ ン

類 に汚 染 され て い る地 下水か ら微生物 を回収 しDNA を定 帛：した と こ ろ 、既

存 の 方 法 と同 等以 上 の 回収率が 得 られた。また、His撒 g融 合 タ ンパ ク質 と

して 大 腸 菌で 発現
・
精製 した 種 tt の RDase を抗原 と して モ ノ ク ロ ーナ ル 抗

体 を作製 した 。各抗体の 抗原結合能を計測 した ところ 、本 検出 方法 に お い

て 地 ド水 1トの Dehatococcoyldeset細菌が検出 口亅
．
能で あ る こ とか 示 唆 さ れ た 。

IJp21 　 Deh αlococcoidesコ ン ソ
ー

シ ア解 析技術 の 開 発 と

　次世 代 DNA シ
ー

ク エ ン サーに よる 解析
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ク ロ ロ エ テ ン 類寺 の揮 発性有 機塩 素化 合物 で汚染 され た土 壌や地 1・
．
水 を浄

化 す る方 法 と し て、微生 物 の 嫌気的 脱塩 素化 を利用 し た バ イオ レ メ デ ィ

r一シ ョ ン が 期待 され て い る 。この 浄化 は Dt／halocotxtnlde．stn 細菌 を中心 とす

る コ ン ソ…シ ア が担って い る こと か ら、コ ン ソ ー
シ ア を形成 してい る微生

物群 の 状況を 止確 に把握す る ことが 浄化の 成 否に 重要 であ る。今回は、我 々

が 開発 して い る 16S　rRNA 遺 伝了
．
や脱塩素化酵素 を対象 とした新 しい コ ン

ソーシ ア 解析 伎術 の 開 発 と次 世代 DNA シ
ー

クエ ン サ
ー

に よ る コ ン ソ ーシ

ア遺伝 子解折の 結果 を報告 する。
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【目 的】遺伝子組換え 菌等の外米 菌を用 い たバ イオオ
ー

グメ ン テ
ー

シ ョ ン は

高等生物へ の 健康被害や 微生物 群集の 撹乱 等のバ イオ リス クを上昇 させ る

可
．
能性が あ る た め 、そ の利用 に は適止な リス ク評価 が必要 となる．本研究

で は 、バ イ オ リス ク評価の モ デル ス タデ ィ として、外来菌 に よる2，4−D汚染

土壌 ス ラ リーの 浄化実験 を行い 、外来菌の 導入が土着 微生物群集 に及 ぼす

影響 を評価した 。
【方法 及 び結果】？．4−D 部分分解プ ラス ミ ドplP4 をもつ 外来菌 を2．4−D 汚染
十 壌ス ラ リーマ イ ク ロ コ ズム に 導入 し、2，4−D 分解、及び土着微生物群集 の

構造 と炭素・窒素代謝能、病原菌プ ロ フ ァ イル の変遷 をモ ニ タリン グ した、
外来菌は速 やか に 減少 した が 、外来菌 導入 系ではコ ン トロ

ー
ル 系 より速や

か な2，4−D 分 解が 確認 され た 。土 着微生物群集構造は、実験初期 には コ ン ｝
ロ
ー

ル 系 と異 な っ た が 、外来菌 減少後 に はコン トロ
ー

ル 系 と高い 類似性 を

示 した。炭 素 ・窒素代謝能 も、．一時的な活性化／低下 を招 くケ
・．一

ス があ っ

たが、時問経過 ととも に緩和 され た ．また、1012 種 の病 原曲を標的 と した
マ イ クロ ア レ イを用 い て病原菌プ ロ フ ァ

．
イル を解析 した結 果、横 出された

病原菌 の 多 くは特 に 変化せ ず、ご く少数が 一
時的に 増加するの みであ っ た。

こ れ らの 結 果か ら、外来菌の導 入 が土 着微生物群集 に及 ぼす影響は大 き く

ない と示唆 された。
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